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《2002年 国際山岳年記念事業を成功させようノ》

[スパンティーク峰 登頂 ]

『
２
０
０
２
年
を
迎
え
て
』

埼
玉
県
山
岳
連
盟
会
長
　
田
中

文
男

２．
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
し
て
気
が
つ
く
と
、
も
う
二
年
余
り

・
・
・
。

正
直
、
は
や
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
言
え
ば
、
埼
玉
県
山

岳
連
盟
の
新
し
い
執
行
部
が
誕
生
し
て
こ
れ
も

一
年
余
り

・
・
・
。

お
陰
様
で
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
は
全
て
順
調
に
終
了
さ
せ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
県
岳
連
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
が
あ

っ
た
か
ら
だ

と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
に
埼
玉
岳
連
が
主
管
し
た
中
高
年
安
全
登
山
者
講
習
会
東
部

地
区
の
開
催
。

６．
名
も
の
方
が
各
県
か
ら
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
埼
玉
岳
連
の
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
者
が
３．
名
ｃ

合
計
９２
名
で
大
変
好
評
で
し
た
。
多
く
の
県
の
方
々
に
埼
玉
岳
連
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
Ｐ
Ｒ
に
も
充
分
役
立

っ
た
ろ
う
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
ぁ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
も
ま
た
２
月
３
日
～
４
日
、
積
雪
期
指
導
者
講
習
会

兼
検
定
会
が
那
須
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
参
加
者
も
約
６０
名
。
多

く
の
方
々
が
関
心
を
持

っ
て
下
さ
る
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
指
導
者
の
方
々
埼
玉
の
宝
で
す
。
今
後
あ
ら
ゆ
る
面
で
活
動
の

場
を
提
供
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
市
町
村
や
県
の
要
請
に
も

応
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
第
５９
回
国
民
体
育
大
会
登
山
競
技
の
運

営
に
つ
い
て
は
大
き
な
戦
力
と
な

っ
て
下
さ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
子
供
た
ち

へ
の
登
山
指
導
ま
で
ど
う
ぞ
、
幅
広
く
充

分
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

も
う

一
度
、
同
じ
事
を
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民
体
育
大
会

の
運
営
は
実
に
大
勢
の
人
手
を
必
要
と
し
ま
す
。
全
国
か
ら
参
加
す

る
方
々
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
す
で
に
県
山
岳
連
盟
と
し
て
は
国

体
実
行
委
員
会
を
結
成

い
た
し
ま
し
た
が
、

は
だ
ま
だ
手
不
足
だ
と

思
い
ま
す
。
各
会
の
更
な
る
ご
協
力
、
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
か
ら
、
新
た
な
事
業
が
次
々
と
計
画
さ
れ
ま
す
。
遭
難
に
備

え
る
た
め
に
も
、
山
岳
共
済
は
重
要
で
す
。
加
入
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
多
く
の
恩
恵
を
受
け
た
か
知

っ
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

こ
の

一
年
、
さ
あ
、　
一
緒
に
歩
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

『登
頂
者
は
左
か
ら
稲
葉
隊
員
、

一
●

■

●

一
一　

　

軒
■
■

●
●

●

●

●
●
一

天
野
隊
員
、
撮
影

萩
原
隊
員
』
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新
卑
多
巡
ど

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
加
盟
団

体
を
は
じ
め
皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
健
康
を
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
協
会
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
に
開
催
さ
れ
ま
す

”
彩
の
国

。
ま

ご
こ
ろ
国
体
“
ま
で
あ
と
二
年
余
り
、
開
催
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
行
な
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま

す
。
国
体
実
施
の
た
め
に
は
、
連
盟
の
方
々
に
役

割
を
分
担
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
皆
様
の

ご
協
力
ご
支
援
を
切
に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
各
委
員
会
等
が
、
活
発
に
活
動
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
埼
玉
県
山
岳
連
盟
が
、
よ
り
向
上
さ

れ
て
い
く
と
信
じ
、
そ
の
た
め
に
も
、
各
委
員
は

積
極
的
に
参
加
し
、
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
よ
り

今
ま
で
以
上
に
活
性
化
し
て
は
し
い
と
念
願
し
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
山
岳
協
会
の
役
員
改
選
に
於
い

て
当
岳
連
の
田
中
文
男
会
長
が
、
日
本
山
岳
協
会

の
会
長
の
要
職
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
埼

玉
県
山
岳
連
盟
に
と
り
ま
し
て
大
変
名
誉
で
あ
る

と
同
時
に
大
き
な
責
務
を
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

今
年
度
は
新
体
制
を
土
台
と
し
た
非
常
に
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
社
会
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
各
委
員
会
の
充
実
、
連
携
強
化
を

計
り
確
立
し
、
登
山
界
の
発
展
と
、
埼
玉
県
山
岳

連
盟
に
と
り
ま
し
て
も
、
よ
り
よ
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
春
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
理
事
長

福
田
　
靖

観
パ
キ
ス
タ
ン
の
７
千
メ
ー
ト
ル
級
峰

噸　
海
外
遠
征
で
初
登
頂

県
山
岳
連
盟

（田
中
文
男
会
長
）
の
登
山
隊
が

八
月
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
レ
ツ
サ
ー
カ
ラ
コ
ル
ム

・

ス
パ
ン
テ
イ
ー
ク
峰

（標
高
七
、
〇
二
七
肩
）
の

登
頂
に
成
功
し
た
。
同
連
盟
は
こ
れ
ま
で
、
ヒ
マ

ラ
ヤ

。
マ
カ
ル
ー
峰

（標
高
八
、
四
六
三
眉
）
な

ど
に
登
山
隊
を
送
り
出
し
て
い
る
が
、
海
外
遠
征

で
登
頂
に
成
功
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。
同
峰

へ
の
登
頂
成
功
は
今
後
の
励
み
に
な
る
と
、
関
係

者
も
喜
ん
で
い
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
ヘ
の
励
み
に

「
ス
パ
ン
テ
イ
ー
ク
」
は
バ
ル
テ
イ
ー
語
で

「

高
い
草
原
に
羊
が
い
る
山
」
を
意
味
し
、
同
峰
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
東
部
分
に

位
置
し
て
い
る
。
同
連
盟
に
よ
る
と
、
初
登
頂
は

一
九
五
五
年
、
西
ド
イ
ツ
の
登
山
隊
が
果
た
し
た

が
、
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
数
組
し
か
登
頂
に
成
功

し
て
い
な
い
難
所
の

一
つ
。

「埼
玉
２
０
０
１
ス
パ
ン
テ
イ
ー
ク
登
山
隊
」

と
し
て
出
発
し
た
の
は
六
人
で
、
七
月
二
十
日
に

登
山
活
動
を
開
始
¨
標
高
四
千
七
百
屑
、
五
千
二

百
屑
、
六
千
百
五
十
済
に
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン
プ
を

設
営
し
、
南
東
稜
を
経
て
八
月
七
日
、
見
事
二
人

が
頂
上
に
た
ど
り
着
い
た
。

登
頂
を
果
た
し
た

一
人
、
川
口
市
差
間
の
天
野

賢

一
さ
ん

（三
七
）
は

「ガ
ス
で
視
界
が
遮
ら
れ

る
な
ど
、
天
候
が
不
安
定
だ

っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
、

「頂
上
に
着
い
た
時
は
ふ
ら
ふ
ら
で
し

た
が
、

『
や

っ
た
な
』
と
お
互
い
に
握
手
を
し
合

い
ま
し
た
」
と
、
喜
び
を
語

っ
た
。

天
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
五
人
が
た
ど
り
着
い
た

最
終
の
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で
は
標
高
差

八
百
眉
と
遠
く
、
風
の
影
響
な
ど
で

一
度
目
は
失

敗
。
三
日
後
、
三
度
目
の
ア
タ

ッ
ク
で
登
頂
に
成
功
し
た
。
特

に
帰
路
は
視
界
を
ほ
と
ん
ど
遮

ら
れ
、
登
る
時
に
立
て
た
赤
い

旗
が
唯

一
の
頼
り
に
な
る
と
い

う
苦
労
も
に
じ
ま
せ
た
。

登
山
は
キ
ャ
ン
プ
設
置
と
荷
上
げ
の
繰
り
返
し
。

荷
物
の

一
人
分
の
重
さ
は
約
二
十
五
キ
ロ
に
も
な

り
、
役
割
分
担
が
重
要
に
な
る
状
況
下
で
、

「お

互
い
の
気
遣
い
で
、
凍
傷
な
ど
の
苦
し
さ
を
乗
り

越
え
た
」
と
、
技
術
、
体
力
以
上
の
成
功
の
ポ
イ

ン
ト
を
語

っ
た
。

登
山
隊
実
行
委
員
長
を
務
め
た
福
田
靖
同
連
盟

理
事
長
も
今
回
の
成
果
を
喜
ん
で
い
る

一
人
。

「長
年
の
目
標
で
あ
る
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
向
け

て
、
大
き
な
励
み
に
な
る
」
と
同
連
盟
の
今
後
に

期
待
を
込
め
た
。

　

（埼
玉
新
聞

一
月
二
十
二
日
）

十

一
月
十

一
日
、
天
覧
山
に
お
い
て
県
岳
連
主

催
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
専
門
科
目

（岩
登
り
実
技
）

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
指
導

員
の
資
格
更
新
の
さ
い
の
必
須
項
目
で
あ
り
、
二

十

一
人
、
見
学
二
人
の
指
導
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

内
容
は
①
検
定
基
準
の
解
釈
と
指
導
法
の
意
思

統

一
お
よ
び
問
題
点
抽
出
②
岩
登
り
技
術
の
指
導

法
お
よ
び
実
技
の
再
確
認
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

具
体
的
に
は

①
は
天
覧
山
の
展
望
台
で
進
行
役
を
私
が
務
め
、

検
定
基
準
に
あ
る
項
目
の
説
明
を
順
に
質
問
形
式

で
聞
い
て
い
き
ま
し
た
。
指
導
法
の
意
思
統

一
、

問
題
点
に
つ
い
て
も
参
加
者
は
前
向
き
な
方
、
現

場
で
指
導
の
実
践
を
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
ブ
ー
リ
ン

結
び
の
危
険
性
が
問
題
に
な

っ
た
り
、
様
々
な
登

攀
具
の
長
所
、
短
所
が
指
摘
さ
れ
ま
す
が
、
経
験

か
ら
そ
の
使
用
の
判
別
で
き
る
場
合
と
、
初
心
者

が
初
め
て
教
わ
る
時
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
は
当
然
あ
り

ま
す
の
で
、
指
導
法
と
し
て
ど
の
辺
り
が
妥
当
な

の
か
と
い
う
の
が
今
回
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
旧
来

か
ら
所
属
会
で
断
続
的
に
使
わ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
県
岳
連
の

講
習
会
に
講
師
と
し
て
参
加
す
る
際
の
共
通
の
指

導
法
を
会
得
し
て
も
ら
う
の
も
今
回
の
趣
旨
で
も

あ
り
ま
し
た
。

②
は
時
間
が
無
く
、
制
動
確
保
と
自
己
脱
出
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ツ
プ
の
滑
落
に
セ
カ
ン

ド
が
制
動
確
保
、
自
己
脱
出
と
い
う
想
定
に
、
六

十
キ
ロ
の
鉄
の
重
り
を
使
用
。
足
場
も
わ
る
く
た

い
へ
ん
だ

っ
た
と
お
も
い
ま
す
が
、
制
動
、
ア
ン

カ
ー
、
支
点
な
ど
重
要
性
を
体
験
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

指
導
部
と
し
て
も
は
じ
め
て
で
不
慣
れ
な
点
も

あ
り
、
時
間
も
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
指
導
員

の
方
に
は
指
導
法
と
技
量
の
再
確
認
の
機
会
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
２
月
２

日
～
３
日
に
那
須
に
お
い
て
雪
上
研
修
会
を
講

習
会
と
併
設
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（指
導
部
　
秋
庭
）

イルワークの
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平
成
十
三
年
十

一
月
四
日

《
第
１４
回
県
民
総
含
体
育
大
会
》

『山
岳
競
技
会
　
縦
走
の
部
』
が
小
鹿
野
観
音
山
　
国
体

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
少
年
男
女
、
成
年
男
女
、　
一
般
の
計

約
５
０
名
の
選
手
参
加

（役
員
　
計
２
６
名
）
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

前
日
の
大
雨
も
う
そ
の
よ
う
な
快
晴
の
中
、
小
鹿
野
町

立
倉
尾
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、
福
田
県
岳

連
理
事
長
の
開
会
宣
言
後
、
９
時
３
０
分
ス
タ
ー
ト
し
、

午
後
１
時
頃
終
了
し
た
。
島
田
競
技
部
長
代
理
よ
り
成
績

発
表
の
あ
と
、
田
中
県
岳
連
会
長
よ
り
表
彰
状
の
ほ
か
副

賞
と
し
て
県
産
の
野
菜
等
を
授
与
し
、
参
加
者
を
喜
ば
せ

た
。
　

成
績
は
別
項
の
と
お
り
。

逆
コ
ー
ス
と
は
い
え
今
回
参
加
し
た
国
体
選
手
の
記
録

が
注
目
さ
れ
る
。

（前
回
成
年
男
子

・
参
考
記
録
１
時
間

１
３
分
４
７
秒
）

平
成
１３
年
度
県
民
体
育
大
会
山
岳
競
技
会

（縦
走
の
部
）
参
加
者
成
績
表

競技種目 (成年男子)

順 位 ゴーリレタイム ゼッケンNo 氏 名 住 所 所属団体名及び学校名
１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

52 25
01 18
09 35
22 14
27 45
31 45
33 47
35 34
05 59
25 07

52

39

51

3

44

42

5

41

25

47

本橋 和之

入戸野 拓也

佐藤 豊

滝山 博

岩武 成秋

町田 周―

高橋 康―

金子 昭

内山 慎一

近 lliR 昭 松

秩父市大字山田

日高市下鹿 山

滑川町羽尾

本庄市仁手

川 国市青木

吹上町三番免

大里郡岡部町岡部

さいたま市櫛引町

川越市仙波町

蓮田市笹 山

国体選手

新電元

国体選手

深谷山岳会

日産ディーゼル

あゆむ山の会

深谷山岳会

あゆむ山の会

坂戸高・顧問

薄田山の会

競技種目 (成年女子 )

順 位 ゴールタイム ヤ ′゙ケ ノ`No 氏 名 住 所 所属団体名及び学校名

１

２

３

４

５

1:33 09
1:57 26
2:07 15
2:18 02
2:25 11

丸山 頼子

関根 邦江

桑山 イミコ

小泉 しづ子

高橋 牛長旱

さいたま市上山口新田

行田市藤原町

川国市戸塚東

蓮田市罵ユ

大宮山岳会

戸田山の会

戸田山の会

蓮田山の会

競技種目 (少年男子)

順位 ゴールタイム ゼッケンNo 名氏 所住 所属団体名及び学校名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

■

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２。

２‐

２２

２３

1120 05
1:21 47
1:2344
1:23 50
1:25 10
1:26 35
1:31 11
1:31 14
1:32 19
1:34 05
1:34 11
1:34 56
1:37 35
1:38 29
1:39 56
1:46 10
1:48 00
1:48 50
1:51 33
1:55 09
1:55 23
1:56 01
2:21 07

23

59

58

35

31

37

33

57

61

10

7

38

24

34

32

55

60

28

54

36

27

30

29

藤

野

瀬

野

辺

田

藤

川

井

島

場

澤

中

川

室

島

内

田

藤

山

藤

本

山

武

平

佐

水

岡

池

加

小

臼

茅

坂

尾

田

西

小

瀧

竹

岡

安

宮

佐

岩

中

義和

貴鉱

智行

裕史

拓人

康俊

竜馬

琢

良輔

準

幸太郎

悠太

祐一

太一

晴

俊也

尚史

宙

博之

隼輔

弘幸

昌也

貴将

入間市小谷田

入間市春日町

日高市中鹿山

越谷市七左町

川越市霞ヶ関北

北足立郡吹上町富士見

川越市的場

西東京市緑町

西多摩郡瑞穂町石畑

入間市野田

狭山市水野

北埼玉郡川里町赤城5番地

所沢市東所沢

草加市首塚町

入間郡毛呂山町川角

飯能市原市場

新座市大和田

川越市霞ヶ関北

飯能市中藤中郷

春日都市藤塚

川越市南田島

鶴ヶ島市富士見

川越市的場

狭山経済高

聖望学園山岳部

聖望学園山岳部

春日部東高

坂戸高

鴻巣高

坂戸高

聖望学園山岳部

聖望学園中学陸上

入間向陽高

入間向陽高

鴻巣高

狭山経済高

春日部東高

坂戸高

聖望学園山岳部

聖望学園中学陸上

坂戸高

聖望学園山岳部

春日部東高

坂戸高

坂戸高

坂戸高

競技種目 (少年女子 )

順位 ゴールタイム ゼッケンNo 氏 名 住 所 所属団体名及び学校名
１

２

1:41 23
2:05 40

松本 志津佳

千田 彩子

飯能市下直竹 狭山経済高
連 単 盲 お



(4)第 12号 埼 玉 岳 連 報 平成14年 2月 28日 発行

埼玉県山岳連盟

埼玉県高等学校体育連盟登山専門部

第6回ず緊   競技会
GENERAL RESULT

《
第
１４
回
県
民
総
含
体
育
大
会
》

『
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ン
ミ
ン
グ
競
技
会
』
が
加
須
市
民
体

育
館
に
て
行
わ
れ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
を

一
般
男
女

・
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

・
ビ
ギ
ナ
ー

ク
ラ
ス

・
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
に
分
け
て
競
技
を
行
っ
た
。

期間 :2001/12/23DIFCULTY
カテ ゴリー :ミ ドル

順 位 姓名 所 属 No

1/2 Fina幅 己録
Final言 己録

A B

至」ittP +/― 至」)圭 P +/― 到達P 十/―

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

ｌｌ

八本 真二

田村 鷹志

篠田 亜佐子

4り || ―広

小澤 信太

斉藤 正

永野 研Ξ

角田 大喜

椙田 益功

浜田 剛

大州 恵治

バロー

吉見高校

PUMP

KSCC(加 須SCC

坂戸高校

PUMP

深谷山岳会、KSCC

庄和高校

浦和渓稜

PUMP

KSCC(加 須SCC

２８

‐

‐１

２。

１２

‐７

２２

‐４

２６

‐３

９

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

わ

ｂ

ｂ

わ

わ

ｔＯ

ｔＯ

ｂ

ｂ

わ

わ

top

top

top

2900

top

top

top

top

2900

2900

2900

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

　

　

一

2800

2700

2700

2700

24.00

2400

2200

2100

1900

1900

400

＋

　
　
　
　
一　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
＋
　
　
　
　
一　
　
＋

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２。

野木 秀―

増田 満俊

北郷 孝―

早川 俊之

大田 ―郎

田中 仁

藤井 徹也

沖山 勇

4111 修―

PUMP

KSCC(加 須SCC)

PUMP

三陽あるこう会

川ロピオレ山岳会

KSCC(加 須SCC)

PUMP

浦和渓稜

庄和高校

２７

‐９

２５

３４

‐６

‐０

３２

‐８

２３

tOp

top

top

top

top

top

2300

2300

2300

2800

2800

2600

2400

2300

2200

2600

2300

900

一　

　

　

　

一　
　
十

　
　
　
　
一　
　
　
　

＋

カテ ゴリー :ジ ュニア

順 位 姓 名 所 属 No

1/2 Final記 録
Final言 己録

A B

至」itt P +/― 至J美圭P +/― 至」itt P +/―

１

　

２

　

３

村田 士

門間 希美

管貞 まるか

」SCC(カロ須Jr)

PUMP

４

２

３３

top

top

tOp

０
　
　
０

　
　
０

2700

2400

2100

+

４

５

６

７

岩崎 有里

岩崎 芙紀

野本 ちひろ

菊池 里林子

」SCC(加 須Jr)

」SCC(加 須Jr)

」SCC(加 須Jr)

」SCC(加 須Jr)

６

７

３‐

２‐

3300

3200

3100

1400

十

2600

1900

2000

700

十

　

＋

カテゴリー :ビ ギ

順 位 姓名 所属 No

1/2 Fina信 己録
Final言 己録

A B

至り達 P +/― 至Uitt P +/
｀
到達P +/―

1

2

3

4

横川 達也

平原 覚

犬飼 亮平

村田 忠信

庄和高校

KSCC(加 須SCC)

バロー

‐５

８

２９

３

top

top

top

top

top

top

top

top

2300

2300

2000

1900

一　

　

一

５

　

６

　

７

田中 ―考

小谷野 敦生

浅井 ―男

バロー

庄和高校

PUMP

３。

２４

５

3900

3800

3600

top

top

2000



(5)第 12号   埼 玉 岳 連 報   平成14年 2月 28日 発行

【平
成
１４
年
１
月
理
事
会
報
告
】

日
時
　
平
成

１４
年
１
月

２７
日
　
午
後
１
時
～
３
時

北
本
市
文
化
セ
ン
タ
・

理
事
会
出
席
者
　
田
中
、
福
田
、
牧
野
、
平
沼
、

武
井
、
熊
谷
、
岩
崎
、
三
ツ
木
、
瀬
藤
、

宮
野
、
中
山
、
岩
井
田
、
新
井
、
加
藤
、

大
野

（好
）
、
鳥
、
榎
本
、
浅
井
、

長
谷
川
、
鈴
木
、
大
野

（文
）
、
村
岡
、

桜
井
、
柳
下
、
板
橋

（聴
講
）

・
　

（敬
称
略
）

１
　
開
会
挨
拶
　
田
中
会
長

２
　
各
部
報
告

¨
‐２
月

７
日
～
な
日
　
県
活
セ
ン
タ
ー

救
急
講
習
会

・
リ
ト
ダ
ー
会
議

・
救
急
法
講

羽口
〈
＾

報
告
別
項

‐２
月

１５
日
　
　
　
　
加
須

ビ
レ
ー
ヤ
講
習
会

‐２
月

２２
、　

２３
日
　
　
加
須

国
体
準
備
委
員
会

‐２
月

２３
日
　
　
　
　
加
須

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
県
体

１
月

８
日
　
　
大
宮

海
外
委
員
会

１
月

１９
日
　
　
明
治
記
念
館

日
山
協
新
春
懇
親
会

１
月

２２
日
　
　
　
北
本
市

常
任
理
事
会

３
　
協

　

議

１
）
　

第

５９
回
国
体
山
岳
競
技
会
役
員
に
つ
い

て県
内
役
員
案
及
び
県
岳
連
実
行
委
員

会
組
織
図
が
福
田
理
事
長
よ
り
提
出
、
説

明
を
行

っ
た
。

国
体
準
備
委
員
会
を
正
式
に
国
体
実
行

委
員
会
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
を
承
認
さ

れ
る
。

各
部
毎
の
部
員
は
各
担
当
部
長
が
、
判

断
し
部
員
召
集
を
行
う
こ
と
で
承
認
さ
れ

Ｚ
つ

。

審
判
員
派
遣
予
定
に
つ
い
て

平
成

１５
年
静
岡
国
体
の
審
判
員
派
遣
に

宮
野
競
技
委
員
長
を
推
薦
し
、
こ
れ
を
承

認
さ
れ
る
。

‐４
年
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

・
１５
年
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
す
る
こ
と
に

し
た
。

２
）
平
成

１４
年
総
会
に
当
た

っ
て

日
　
時
　
４
月

２。
日
（土
）

午
後

１
時
～
　
北
本
文
化
セ
ン
タ
ー

‐４
年
度
役
員
改
正
、
地
区
理
事
の
推
薦

報
告
、
各
部
報
告
と
計
画
、
そ
の
他
。

総
会
開
催
に
つ
い
て
の
日
程
及
び
事
項

に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
る
。

３
）
平
成

１３
年
度
　
埼
玉
県
体
育
協
会
功
労
賞

の
推
薦
に
つ
い
て

田
中
会
長
よ
り
推
薦
に
至

っ
た
経
緯
を

説
明
し
、
副
会
長
牧
野
要
雄
氏
が
満
場

一

致
で
承
認
さ
れ
る
。

４
　
各
部
報
告

・
計
画

競
技
部

・
選
手
強
化

・
ク
ラ
イ
ミ
グ

指
導
部

１
）
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
研
修
会

平
成

１３
年

９
月

３０
日

北
本
市
中
央
公
民
館

指
導
員
研
修
。
資
格
更
新
手
続
き
等
の

研
修
を
行

っ
た
。
参
加
者
５
２
名

２
）
講
習
会

・
研
修
会

岩
登
技
術
研
修
会
　
平
成

１３
年

Ｈ
月

Ｈ
日

天
覧
山

ス
ポ
ー
ツ
専
門
科
目
　
実
技
研
修
を
行

っ
た
　
別
項
　
参
加
者
２
８
名

氷
雪
技
術
研
修
お
よ
び
講
習

平
成

И
年
２
月

２
日
～
３
日

那
須詳

細
次
号

雪
洞
技
術
講
習
会

平
成

１４
年

３
月

２
日
～
３
日

谷
川
岳
天
神
尾
根

雪
洞
構
築

・
遭
対
部
と
の
合
同
に
よ
る

救
助
訓
練
。

日
山
協
派
遣
関
係

登
攀
研
修
会

・
主
任
検
定
員
養
成

平
成

１３
年

１０
月

２７
日
～

２８
日

新
潟
県
新
発
田
市
に
て
開
催
し
、
指
導

部
よ
り
秋
庭
、
新
井
が
参
加
。

遭
対
部

平
成

１４
年

８
月

３‐
日
～

９
月

１
日

加
須
市
民
体
育

平
成

１４
年
度
日
山
協
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

埼
玉
開
催

自
然
保
護
指
導
部

平
成

１４
年

３
月

１６
日
～

１７
日

雲
取
山

ン゙
ュ

ニ
ア

海
外
登
山
部

平
成

１４
年

２
月

２２
日

ク
ル
ト

・
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
記
念
講
演

（国
際
山
岳
年
）

平
成

１４
年

２
月

２３
日

海
外
登
山
技
術
研
修
会

山
梨５９

国
体
準
備
委
員
会
を

５９
国
体
実
行
委

員
会
に
移
行
。

事
務
局

‐４
年

２
月

１６
日

平
成

１３
年
度
関
東
地
区
山
岳
連
盟
連
絡

”励
墓
峨
〈
ム

群
馬
県

・
水
上

参
加
予
定
者
　
田
中
、
福
田
、
加
藤
、
平

沼
総
会
に
向
け
て
資
料
提
出
依
頼

（各
部

の
活
動
報
告

・
計
画

・
地
区
理
事
の
推
薦

・
‐３
年
度
会
費
納
入
状
況
）

広
報
部

昨
年

１２
月
よ
り
広
報
担
当
に
な
り

２
月
中

に
復
刊
号

´
を
発
行
予
定
で
す
。
　

岩
井
田

前
事
務
局
長
よ
り
仕
事
を
引
き
継
い
で
、
早

一
年
。
二
〇
〇

一
年
、
年
明
け
早
々
の
降

っ

て
湧
い
た
大
仕
事
。
訳
も
分
か
ら
ず
た
だ
皆

様
の
催
促
に
導
か
れ
て
書
類
を
整
理
し
、
会

計
を
纏
め
、
や
っ
と
の
事
で
総
会
を
迎
え
た

の
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

こ
の

一
年
、
新
し
き
岳
連
を
目
指
し
、
少

し
で
も
岳
連
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
毎
日
届
く
書
類

の
出
に
埋
も
れ
身
動
き
で
き
ず
、
日
山
協
の

月
報
に
短
信
を
時
々
付
録
す
る
の
が
精

一
杯

で
し
た
。
つ
ま
り
現
在
の
事
務
局
の
能
力
で

は

「力
及
ば
ず
」
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
度
救
世
主
が
現
れ
、
念
願

の
会
報
が
編
集

・
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
後
も
継
続
し
て
定

期
的
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
開
か
れ
た

岳
連
、
会
員
の
た
め
の
岳
連
に
な
り
、
事
務

局
の
仕
事
も
整
理
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
岩
井
田
氏
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

（加
藤
　
｛昌
之
）

３
）

務 局 短 信



(6)第 12号 埼 玉 岳 連 報   平成14年 2月 28日 発行

平成1鉾度 埼玉県山岳連盟業務組織図

顧問 :

参与 :大沢亮―・井上守司 。野井 篤

北千恵吉 。大野幾雄 。井古田忠男

各部 。各委員会

平成13年4月 現在
平成14年2月 改訂

部 長  (中山 法行 )

(中田  弘)   副部長  (秋庭  栄 )

指導委員会    委員長  (中山 法行 )

副委員長 (秋庭  栄 )

名誉会長

(浅見 豊)

(長谷川 茂 )

(芝田 信子 )

(武丼 正男 )

(森下健t郎 )

部 長  (大野 好司 )

冨J音FE尋   (         )

競技委員会    委員長  (宮野  昇 )

副委員長 (     )
クライミング委員会   委員長  (大倉  至 )

副委員長 (     )
事 務 (   )

選手強化委員会   委員長  (大谷  明 )

理事長

(福田 靖)

副 会 長

(中田 弘 )

(新井 宏司 )

(武丼 正男 )

(森下健t郎 )

(牧野 要雄 )

(平沼 伸― )

(北田 絋― )

部 長  (瀬藤  武 )

冨」吉Ff尋   (         )

遭難対策委員会   委員長  (瀬藤  武 )

副委員長 (     )
事 務 (   )

副理事長

(大野好司)

部 長  (加藤 富之 )

副部長  (内野 安登 )

海外登山委員会   委員長  (烏  辰克 )

副委員長 (成田・鈴木 )

事 務  (天野・塩谷 )

自然保護部    部 長 (山口 定男)

(新丼 宏司)   副部長 (岩崎 繁夫)

自然保護委員会   委員長  (三ツ本 達男 )

副委員長 (瀬戸 朋義 )

事 務  (     )

委員長
(平沼 伸― )

事務局長

(大野 幾雄 ) ジュニア委員会   委員長  (町田 伸― )

(高体連)    副委員長 (大谷 明 )

事 務 (  )

局 長  (加藤 富之 )総務

副局長  (岩丼田 正昭)広報
(     )
(     )


